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午後２時00分開会・開議 

○議長（秋山薫君）  これより、平成27年第２回浅川清流環境組合議会定例会を開会し、直ちに本

日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員12名であります。 

                                            

○議長（秋山薫君）  これより、日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員については、会議規則第74条の規定により、議長において、４番峯岸弘行議員、５

番木村徳議員を指名いたします。 

                                            

○議長（秋山薫君）  次に日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

会議については、本日１日といたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、会期は本日１日と決定いたしました。 

                                            

○議長（秋山薫君）  次に日程第３、管理者報告を行います。 

 管理者から報告を求めます。大坪管理者。 

○管理者（大坪冬彦君）  皆様、こんにちは。大変お忙しいところを御参集いただきまして、誠に

ありがとうございます。 

平成27年第２回浅川清流環境組合議会定例会を開いていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

それでは私のほうから管理者報告をさせていただきます。 

先の定例会以降、今定例会に至る間の主要な組合事業の経過につきまして、５件の報告を行います。 

１、浅川清流環境組合新可燃ごみ処理施設整備事業方針策定。 

本事業は、平成26年１月16日に、日野市、国分寺市、小金井市の３市で締結した「日野市 国分寺

市 小金井市新可燃ごみ処理施設の整備及び運営に関する覚書」に基づき、３市のごみを適正かつ安

全に処理し、熱エネルギーの有効利用や環境負荷の低減など、循環型社会を確立する上で基幹的な役

割を担う施設の整備を行うものです。覚書の締結以降、日野市が実施主体となり基本設計業務、環境

影響評価業務、事業者選定業務等を進めておりましたが、浅川清流環境組合が平成27年７月１日の設

立議会をもって正式に一部事務組合として発足した後は、組合が新たな事業主体として、今後の整備

事業を引き継ぐこととなりました。組合が、その事業目的を果たす役割を担うことを明確にするため、

浅川清流環境組合新可燃ごみ処理施設整備事業方針を定めたものです。 

２、実施方針の策定の見通しの公表。 

これから組合が行う新可燃ごみ処理施設整備運営事業実施方針の策定について、その見通しを「民

間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」、いわゆるＰＦＩ法の規定に準じ公表

したものです。その内容は、特定事業の名称、事業期間、特定事業の概要、公共施設等の立地、実施

方針を策定する時期からなっています。現在、実施方針の公表に向けて作業を進めているところです。 

３、第１回事業者選定委員会を開催。 
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第１回定例会で可決いただき制定した、浅川清流環境組合新可燃ごみ処理施設整備・運営事業者選

定委員会設置条例に基づき、委員９人からなる委員会を立ち上げました。事業者の選定方法に関する

こと、募集要項や選定基準、提案書の審査等の所掌事項を調査、審議し、その結果を管理者に答申し

ていただくことになっています。優秀提案者の選定まで、おおむね６回程度の開催を予定しています。 

４、第１回情報公開審査会を開催。 

第１回定例会で可決いただき制定した、浅川清流環境組合情報公開審査会条例に基づき、委員４人

からなる委員会を立ち上げました。審査会委員は、組合構成団体の審査会で委員をされていらっしゃ

る弁護士の方々を御紹介していただき、就任を委嘱したものです。 

５、組合ホームページの立ち上げ。 

７月１日の組合設立に伴い、本組合が目指す環境面に最大限の配慮をした安全で安心な可燃ごみ処

理施設の建設と平成32年度の本格稼働に向けて、市民の皆様、組合議員をはじめとする関係者の皆様

の御理解と御支援が得られるよう、情報発信の拠点として、組合ホームページを立ち上げたものです。

引き続き組合の情報等を適時提供してまいります。 

以上、主要な事項について御報告申し上げ、議会の御理解、御指導をお願い申し上げます。 

○議長（秋山薫君）  これをもって、管理者の報告を終わります。 

                                           

○議長（秋山薫君）  これより、議案第30号、浅川清流環境組合個人情報保護条例の制定の件を議

題といたします。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。大坪管理者。 

○管理者（大坪冬彦君）  議案第30号、浅川清流環境組合個人情報保護条例の制定についての提案

理由を申し上げます。 

 本議案は、個人情報及び特定個人情報の取り扱いに関する基本的事項を定め、実施機関が保有する

個人情報及び特定個人情報の開示等を求める個人の権利利益を明らかにすることにより、組合の適正

かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護するため必要な事項を定めるものであります。 

 本条例は、公布の日から施行するものであります。 

詳細につきましては、事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（秋山薫君）  事務局長から詳細説明を求めます。事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  議案第30号、浅川清流環境組合個人情報保護条例の制定について御説

明申し上げます。 

 私どものような清掃関係の一部事務組合で個人情報保護条例を制定している団体はほとんどござい

ません。したがいまして、本条例は、組合の構成市である日野市の個人情報保護条例を参考にして作

成したものでございます。また、本組合で扱う特定個人情報は民間企業と同様、給与や報酬関係事務

のみの使用となるため、必要な条文だけ個人情報保護条例に規定し、個別の特定個人情報保護条例は

作成しないこととしております。本条例は、組合の構成市でも、それぞれ制定されておりますので、

ここではポイントのみ説明をさせていただきます。 

 それでは議案書の２ページをお開き願います。 
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 第１条でございます。この条例は、個人情報及び特定個人情報の取り扱いに関する基本的事項を定

め、実施機関が保有する個人情報及び特定個人情報の開示等を求める個人の権利利益を明らかにする

ことにより、浅川清流環境組合の適正かつ円滑な運営を図りつつ、個人の権利利益を保護することを

目的とします。 

少し飛びまして、５ページをお開き願います。 

 下から４行目、特定個人情報の収集等の制限、第６条、実施機関は番号法第19条各号のいずれかに

該当する場合を除き、特定個人情報を収集し、又は保管してはならない。 

 大変申しわけありません。また少し飛びまして、８ページをお開き願います。 

 下から７行目、保有特定個人情報の利用の制限、第12条、実施機関は保有特定個人情報について、

第７条の規定により届け出された事務の目的及び番号法に定める事務の目的の範囲を超えた利用をし

てはならない。 

 次の９ページの下から４行目、保有特定個人情報の提供の制限、第14条、実施機関は番号法第19条

各号のいずれかに該当する場合を除き、保有特定個人情報を提供してはならないなど、保有特定個人

情報の収集制限、利用制限、提供制限を厳しく規定しております。 

 また、次の10ページの中段、第17条でございます。開示請求権では、何人も実施機関に対し、自己

に係る保有個人情報等の開示の請求をすることができるとし、保有個人情報等の開示等を求める権利

を明らかにしております。 

 恐れ入りますが、かなり飛びまして、議案書の19ページをお開き願います。 

 中段の第32条、不服申立てでございます。第２項、実施機関は前項の不服申立てがあった場合は、

当該不服申立てが明らかに不適法であるとき又は当該開示決定等を取り消すときを除き、遅滞なく浅

川清流環境組合情報公開・個人情報保護審査会に諮問し、その答申を尊重して、当該不服申立てにつ

いての決定をしなければならないと規定しております。 

 本条例によりまして、個人情報の開示等請求があった場合の決定に対して、不服申立てができるこ

とになります。７月１日に御承認いただきました情報公開審査会が諮問機関となるよう名称や調査権

限を改めまして、情報公開・個人情報保護審査会とするものでございます。 

 次に20ページをお開き願います。 

 中段の第36条でございます。この条例による個人情報保護制度の適正な運営を図るため、浅川清流

環境組合個人情報保護運営審議会を設置いたします。組合が設置する個人情報保護運営審議会は、６

ページに戻りますが、第７条に規定します保有個人情報等を取り扱う事務を新たに開始しようとする

ときに、管理者から報告を受けることが主な事務になろうかと思われます。 

 恐れ入りますが、21ページをお開き願います。 

 第37条は罰則でございます。正当な理由なく保有個人情報を提供した場合などの罰則を規定してお

ります。 

 次の22ページをお開き願います。 

 下段の付則でございます。施行期日、１、この条例は公布の日から施行する。経過措置、２、この

条例の施行の際、現に組合が行っている個人情報の収集等についての規定でございます。７月１日の

組合設立時から既に給与や報酬関係事務などで、あるいは議会の傍聴で個人の住所氏名など個人情報
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を収集管理しております。６ページの第７条では、「保有個人情報等を取り扱う事務を新たに開始しよ

うとするときは」と規定しておりますが、既に開始している場合の事務につきましても、この規定を

読み替えて管理者に届出し、管理者は審議会に遅滞なく報告することとするものでございます。 

 23ページ、経過措置の３、この条例の施行の際、現に実施機関が行っている個人情報の収集、管理

及び利用については、この条例の相当規定により行ったものとみなすものでございます。 

 冒頭申し上げましたとおり、清掃関係の一部事務組合として、個人情報保護条例を制定している団

体はほとんどございません。私どもが現在取り扱っております個人情報は限定的でございます。あわ

せて、今後取り扱うであろう特定個人情報につきましても、極めて限定的でございますし、今後もそ

れが拡大するようなこともないというふうに考えておりますので、御理解をいただければというふう

に思っております。 

議案の説明については以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（秋山薫君）  これより質疑に入ります。幸野議員。 

○８番（幸野おさむ君）  今、私が質問したいことはですね、事務局長のほうから、かなり説明を

していただいたので、改めての確認になるかもしれないですけれども。 

１つは、清掃関係の一部事務組合では、こうした個人情報の保護条例そのものがほとんどないとい

う御説明だったんですが、その中で、あえてこの浅川清流環境組合として制定するというところにつ

いての必要性について、どのようにお考えなのかということを教えていただきたい。 

もう１つ、マイナンバー制度が施行される中で、個人番号の収集、利用、提供等々の定めというも

のが、この条例に加わってくるわけですが、そのことがいわゆる法律との関係で、自治体としてはほ

かの一部事務組合ですね、どういう状況になっているのかということもそうなんですけれども、この

浅川清流環境組合としては、どういう考え方で、そのマイナンバーの問題をここに入れているのかと

いうことについてお伺いしたいと思います。主に２点です。 

○議長（秋山薫君）  答弁を求めます。事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  ２つの御質問をいただきました。 

まず、今、御提案差し上げております個人情報保護条例の必要性についてでございます。先ほど冒

頭でも申し上げましたとおり、今この多摩地区には７つの一部事務組合、清掃関係の組合がございま

すが、この個人情報保護条例という形で制定されておりますのは１団体でございます。それ以外には

ございません。というのは、個人情報を扱っていないというわけではなくて、扱う、その量といいま

すか頻度、それが市レベルのものとは全く違いますので、極めて限定的。先ほど申し上げましたとお

り、今、我々が扱っている情報としては、職員の給与あるいは議員の皆様の報酬関係等々、あるいは

議会の傍聴に来られた方にも住所氏名を書いていただきますので、そういったものに限られておりま

す。が、一方で７月の議会で情報公開条例を制定いたしました。組合が持っている行政情報を公開す

るという条例を持っている以上、逆に個人の情報を持っていれば、それを組合として保護するという

のも当然でしょうという御意見もいただきましたので、今回、こういう形で御提案を差し上げている

ところでございます。 

それから、２点目の特定個人情報の関係でございますけれども、通常のいわゆる個人情報を守って

いくという姿勢を、組合として、今回の条例でお示ししているつもりでございますけれども、今後、
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取り扱われるであろう特定個人情報、いわゆるマイナンバーについても、組合としては、極めて慎重

にそれは取り扱っていきます。かつ先ほど言いましたような事務以外に拡大して特定個人情報を扱う

というようなことも、今現在は考えておりませんけれども、その情報を取り扱うということで個人情

報保護条例の中に、それを取り入れて、それも我々はきちんと運用していくんだという姿勢を表すた

めに、今回このような提案をさせていただいたというところでございます。 

以上でございます。 

○議長（秋山薫君）  ほかに御質疑はございませんか。木村議員。 

○５番（木村徳君）  今回のこの御提案の中には入ってないのかもしれないんですが、その確認も

含めてですね、平成32年に炉の運転のほうは開始を予定をされているわけで、それはまだ先の話にな

りますので。いわゆる３市の市民の方々から出されてくる可燃ごみ、こういったものには当然、個人

情報が記載された状態で、ごみとして出されてしまうものも多数あると思うんですね。そういったも

のというのは、通常であれば、そのままピットに投入をして目に触れずに焼却をされるということが

大前提としては想定されるんですけれども、例えば、それを目にしてしまう、燃やされる前の段階で

ですね。そういった場合の個人情報を知り得た、職務上知り得た場合の想定、そのときの対応という

のは、どのようにお考えになっているかを確認させていただきたいということで、御答弁いただけま

すでしょうか。 

○議長（秋山薫君）  事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  ただいまの御質問についてお答えを差し上げたいと思います。 

 例えば、敷地内、これからつくられるであろう施設の敷地内に、例えば個人情報が記載されたもの

が落ちていたということを想定した場合に、その落ちていたものというのは、組合が自ら収集したも

のではございません。それはごみであっても落し物であり、本来は警察に届け出るものであろうかな

というふうに思っておりますし、それがごみというふうに判断されれば、それは本来焼却するものだ

というふうに考えております。我々が職務上取得したとか、あるいは組織的にそれを使って何かに用

いるということではございませんので、私どもとしては、保有個人情報としては考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（秋山薫君）  ほかに御質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ質疑を終結いたします。 

 本件について、御意見があれば承ります。幸野議員。 

○８番（幸野おさむ君）  本議案について賛成の立場で意見をさせていただきたいと思います。 

 個人情報の保護という観点に立つと、この間、国や自治体、あるいは民間企業などから個人情報の

流出問題というのが多数事件として発生しております。そういう中にあって、個人情報の取り扱いを

自治体、この一部事務組合としての条例として制定するということについては、大変意義があるもの

であるというふうに私考えております。また、この条例の中には、特定個人情報、個人番号マイナン

バーを含む条文もございますけれども、これについては、先ほどの質疑でも明らかになりましたよう

に、極めて限定的な、今の時点で言えば、職員の給与や報酬にかかわる部分のみだと。また、一方今

後についても拡大する予定はないと。そういう中で取り扱わなければならない、この特定個人情報に
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ついての運用も、法律からさらに厳格に運用するための条文を盛り込んであるという条例ということ

からいって、マイナンバー制度そのものには私自身は否定的な見解を持ってはいるんですけれども、

しかしこの条例の中では、さらに法律よりも厳格に運用するという、この浅川清流環境組合の意思が

反映されているものであるというふうに考えまして、私としては賛成の立場で意見をさせていただき

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（秋山薫君）  ほかに御意見はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ意見を終結いたします。 

 これより本件について採決いたします。 

 本件は原案のとおり決するに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第30号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

                                        

○議長（秋山薫君）  これより、議案第31号、浅川清流環境組合情報公開審査会条例の一部を改正

する条例の制定の件を議題といたします。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。大坪管理者。 

○管理者（大坪冬彦君）  議案第31号、浅川清流環境組合情報公開審査会条例の一部を改正する条

例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本議案は、浅川清流環境組合個人情報保護条例に関連し、個人情報の開示決定等についての不服申

立てにかかわる諮問機関を設置する必要があることから、所要の改正を行うものであります。 

 本条例は、公布の日から施行するものであります。 

詳細につきましては、事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（秋山薫君）  詳細説明を求めます。事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  議案第31号、浅川清流環境組合情報公開審査会条例の一部を改正する

条例の制定について御説明を申し上げます。 

 ただいま御承認いただきました議案第30号、浅川清流環境組合個人情報保護条例を受けまして、所

要の調整を行うものでございます。 

 恐れ入りますが、議案書の４ページ、５ページをお開き願います。新旧対照表で御説明いたします。 

 条例の表題を「浅川清流環境組合情報公開審査会条例」から「浅川清流環境組合情報公開・個人情

報保護審査会条例」に改めるものでございます。 

 その下、第１条でございます。審査会の諮問事項の根拠規定に、浅川清流環境組合個人情報保護条

例を加え、審査会の名称を「情報公開審査会」から「情報公開・個人情報保護審査会」に改めるもの

でございます。 

 次の第２条、定義でございます。審査会条例で使用する用語の意義は、情報公開条例に加え個人情
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報保護条例で使用する用語の例によるとするものでございます。 

 第７条、審査会が実施機関に対して提示を求められる対象に「個人情報及び特定個人情報」を加え

るものでございます。 

 第14条、罰則は審査会の委員が正当な理由なく保有個人情報を提供した場合などの罰則を規定して

おります。 

 少し飛びまして、８ページ、９ページをお開き願います。 

 今回の情報公開審査会条例の一部を改正する条例の付則におきまして、浅川清流環境組合情報公開

条例の条文中に規定されております「情報公開審査会」の名称を「情報公開・個人情報保護審査会」

に改める一部改正もあわせて行わせていただくものでございます。 

 恐れ入りますが、２ページにお戻りください。 

下から５行目、付則の１、施行期日、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（秋山薫君）  これより質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ、質疑を終結いたします。 

 本件について、御意見があれば承ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ意見を終結いたします。 

 これより本件について採決いたします。 

 本件は原案のとおり決するに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第31号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

                                            

○議長（秋山薫君）  これより、議案第32号、浅川清流環境組合特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定の件を議題といたします。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。大坪管理者。 

○管理者（大坪冬彦君）  議案第32号、浅川清流環境組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本議案は、浅川清流環境組合個人情報保護条例に関連し、情報公開審査会の名称変更及び個人情報

保護運営審議会を設置することによる委員報酬額の規定を設けるものであります。 

 本条例は、公布の日から施行するものであります。 

 詳細につきましては、事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（秋山薫君）  事務局長から詳細説明を求めます。事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  議案第32号、浅川清流環境組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について御説明申し上げます。 
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 恐れ入りますが、議案書の４ページ、５ページをお開き願います。新旧対照表で御説明いたします。 

 別表第１の表の２段目、「情報公開審査会」を「情報公開・個人情報保護審査会」と名称を改めると

ともに、その下の段に「個人情報保護運営審議会」を設け、会長及び委員の報酬額を「日額１万2,000

円」、「日額１万1,000円」と、それぞれ定めるものでございます。 

 恐れ入りますが、２ページにお戻りください。 

 下から２行目、付則、この条例は公布の日から施行するものでございます。 

 以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（秋山薫君）  これより質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ質疑を終結いたします。 

 本件について、御意見があれば承ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ意見を終結いたします。 

 これより本件について採決いたします。 

 本件は原案のとおり決するに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第32号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

                                            

○議長（秋山薫君）  これより、議案第33号、浅川清流環境組合が設置する一般廃棄物処理施設に

係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の制定の件を議題といたします。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。大坪管理者。 

○管理者（大坪冬彦君）  議案第33号、浅川清流環境組合が設置する一般廃棄物処理施設に係る生

活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の制定についての提案理由を申し上げます。 

 本議案は、一般廃棄物処理施設の設置等に関する届出に際し、生活環境影響調査の結果等の縦覧手

続及び意見書の提出方法を定めることにより、一般廃棄物処理施設の設置等に関し利害関係を有する

者に意見書を提出する機会を付与するため必要な事項を定めるものであります。 

 本条例は、平成27年11月１日から施行するものであります。 

 詳細につきましては、事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（秋山薫君）  事務局長から詳細説明を求めます。事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  議案第33号、浅川清流環境組合が設置する一般廃棄物処理施設に係る

生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の制定について御説明を申し上げます。 

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第９条の３第１項では、地方公共団体が一般廃棄物処理施設を

設置しようとするときは、当該一般廃棄物処理施設を設置することが、周辺地域の生活環境に及ぼす

影響についての調査結果を記載した書類を添えて都道府県知事に届け出なければならないことになっ

ております。また、同条第２項では、届出をしようとする地方公共団体の長が、これらの書類を公衆
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の縦覧に供し、生活環境保全上の見地から意見書を提出する機会を与えることを条例で定めるよう規

定しております。本条例は、これら縦覧や意見書の提出方法について、具体的な手続等を定めるもの

でございます。 

 恐れ入りますが、議案書の２ページをお開き願います。 

 第１条、目的でございます。この条例は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第９条の３第２項の

規定に基づき、一般廃棄物処理施設の設置に係る届出、一般廃棄物処理施設の変更に係る届出に際し、

管理者が実施した周辺地域の生活環境に及ぼす影響についての調査結果等の事項を記載した書類の縦

覧手続、並びに生活環境の保全上の見地からの意見書の提出の方法を定めることを目的としたもので

ございます。 

 議案書の３ページ、第４条、縦覧の場所及び期間でございます。第２項、縦覧の期間は告示の日か

ら起算して30日間とすると規定しております。 

 その下、第６条、意見書の提出先及び提出期限の第２項、前条の規定による告示があったときは、

施設の設置又は変更に関し、利害関係を有する者は第３条の縦覧の告示の日から起算して45日以内に

管理者に意見書を提出することができると規定し、意見書提出期間を45日と定めております。 

 その次、第７条、環境影響評価との関係でございます。施設の設置又は変更に関し、環境影響評価

法又は東京都環境影響評価条例に基づく環境影響評価、この環境影響評価は法で定める生活環境影響

調査に相当する内容を有するものに限るという条件がございますが、この東京都環境影響評価条例に

基づく環境影響評価に係る告示、縦覧等の手続を経たものは、この条例に定める第３条から前条、第

６条の手続を経たものとみなすとしております。 

組合では現在、東京都環境影響評価条例に基づく環境影響評価を行い、同条例に基づき環境影響評

価書の作成を進めております。一方、先ほど御説明いたしましたとおり、一般廃棄物処理施設を設置

しようとするときは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づく、生活環境影響調査書を添えて届

け出ることになっております。この環境影響評価書と生活環境影響調査書の関係を整理するため、環

境省が平成18年９月に指針を設けております。この指針では、地方公共団体の条例に基づき実施され

た環境影響評価書については、生活環境影響調査に相当する内容のものであれば、法が求める生活環

境影響調査書としてもよいとしております。組合では、この指針に従いまして、東京都の条例で作成

しております環境影響評価書を法律に基づく生活環境影響調査書とするため、東京都環境影響評価条

例により経た告示や縦覧期間、意見書提出期間等の手続については、本条例により経た手続としてみ

なす旨を第７条に規定したものでございます。 

４ページの最下段、付則でございます。この条例は平成27年11月１日から施行するものでございま

す。 

 以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（秋山薫君）  これより質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ質疑を終結いたします。 

 本件について、御意見があれば承ります。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（秋山薫君）  なければ意見を終結いたします。 

 これより本件について採決いたします。 

 本件は原案のとおり決するに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第33号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

                                            

○議長（秋山薫君）  これより、議案第34号、東京都市公平委員会共同設置規約の件を議題といた

します。 

 管理者から提案理由の説明を求めます。大坪管理者。 

○管理者（大坪冬彦君）  議案第34号、東京都市公平委員会共同設置規約についての提案理由を申

し上げます。 

 本議案は、地方公務員法第８条第２項に規定する公平委員会の事務を共同処理するため東京都市公

平委員会を共同設置する団体となることに伴い、地方自治法第252条の７第２項の規定に基づき規約を

定めるものであります。 

 本規約は、平成28年４月１日から施行するものであります。 

詳細につきましては、事務局長より説明いたさせますので、よろしく御審議のほどお願い申し上げ

ます。 

○議長（秋山薫君）  事務局長から詳細説明を求めます。事務局長。 

○事務局長（高野賢司君）  議案第34号、東京都市公平委員会共同設置規約について御説明を申し

上げます。 

 公平委員会は、地方公務員法第８条第２項に規定する公平委員会の事務、例えば、地方公共団体の

職員に対する不利益な処分についての不服申し立てに対する裁決又は決定をすることなどでございま

すが、地方自治法の規定により、その事務を共同処理することができることになっております。東京

23区を除く東京都下におきましては２つの公平委員会が設置されております。１つは12市、８一部事

務組合により共同設置されております東京都市公平委員会、もう１つは、11市５町８村、12一部事務

組合により共同設置されております東京都市町村公平委員会でございます。私ども浅川清流環境組合

の構成団体であります日野市、国分寺市、小金井市の３市は、ともに東京都市公平委員会の共同設置

団体となっていることから、今回、東京都市公平委員会へ加入するものでございます。 

 ２ページ以降の規約につきましては、各構成団体の規約と同じでございますので、説明は割愛させ

ていただきます。 

 恐れ入りますが、７ページの下段の別表をごらんください。 

 別表の２行目、冒頭に小金井市、１つ置きまして日野市、また１つ置きまして国分寺市が共同設置

団体として名を連ねております。今回私どもの組合のほかに青梅市が加入を希望されております。別

表の１行目の中ほどに青梅市の名前が記載されております。次の８ページには浅川清流環境組合の名

前も記載をされております。 

 恐れ入りますが、７ページにお戻りいただきまして、中段の付則、１、この規約は平成28年４月１
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日から施行するものでございます。 

現在の共同設置団体がそれぞれの議会におきまして、この規約を可決していただき、東京都知事に

届出がされますと、私どもの組合も平成28年４月１日から加入が認められるということになります。 

 以上でございます。よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（秋山薫君）  これより質疑に入ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ質疑を終結いたします。 

 本件について、御意見があれば承ります。 

（「なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  なければ意見を終結いたします。 

 これより本件について採決いたします。 

 本件は原案のとおり決するに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第34号の件は原案のとおり可決さ

れました。 

                                            

○議長（秋山薫君）  これより、日程第９、議員派遣の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

地方自治法第100条第13項及び会議規則第98条の規定に基づき、閉会中において議員派遣を行う必

要が生じた場合、その日時、場所、目的及び派遣議員名については議長に御一任をお願いいたしたい

と思いますが、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（秋山薫君）  御異議ないものと認めます。よって、本件については議長一任と決しました。 

                                            

○議長（秋山薫君）  本日の日程は全て終わりました。 

 これをもって平成27年第２回浅川清流環境組合議会定例会を閉会いたします。 

午後２時40分閉会 
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